
事業所名 　　　すずらん寿楽の家

作  成  日     ：　　平成 30　年 1 月 15  日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題  目標 目標達成に向けた具体的な取組み内容

1 2
施設入所者は日常生活の中では子供と触れ合
う機会があまりない。

地域交流の強化。
入所者が子供・園児とふれあう事で精神面
での安定、活性化が図れる。

関係先へ伺い交流が実現できる様施設の要
望をお伝えする。
レクリエーションや伝承遊び、行事等に園児と
一緒に参加。又園児の歌や遊戯の発表等を見
たりして楽しく交流する。

6 か月

2 33

グループホームでは看護師の設置基準が無い
為、積極的な医療ケアは行えないが、主治医と
の連携の中、最期まで安心して暮らせる為には
どうしたら良いのかを考える。

施設の中で、入所者が安心して暮らせる。
その人らしい生活、尊厳のある生活が継続
できる。

重度化した場合の対応に係る指針をお伝え
し、入所契約の際には本人、家族の意思確認
を行い同意を得て書面で保管する。

6 か月

3 か月

4 か月

5 か月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

目標達成に
要する期間

評価結果
市町提出日   ：　　平成 30　年　1 月 18  日

目標達成計画


